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今年も８耐参戦チームをサポート！ 
――モータリーゼイションの発展を目指す―― 

 
株式会社 旅籠屋（資本金:2億 8,100万円、本社:東京都台東区寿 3-3-4 旅籠屋ビル、代表:甲斐 真）は、
日本で初めての素泊まりのロードサイドホテル「ファミリーロッジ旅籠屋」をチェーン展開しているが、

ドライブやツーリングを気軽に楽しめる環境と、シンプルで自由なライフスタイルを広く提案するため、

鈴鹿８時間耐久ロードレース（8 月 5 日決勝予定）に参戦するプライベートチームをサポートし、昨年
に引き続き、「チーム旅籠屋＆e’FREAKS」としてエントリーを行った。 
 
 
■車社会を支える基盤施設とモータースポーツ文化 
欧米には車利用の家族やビジネスマンが気軽に利用でき

る郊外型の素泊まりの宿が無数に存在するが、日本では

1995年オープンの「ファミリーロッジ旅籠屋・鬼怒川店」
がパイオニア。平日なら親子４人で１室１万円という経済

的な料金に加え、お仕着せのサービスや時間の制約が少な

いシンプルで自由な形態が好評。営業中の鬼怒川店・那須

店・秋田六郷店に加え、夏から秋にかけて山中湖店・沼田

店・水戸大洗店がオープン予定で、日本に欠落していた車

社会のための基盤施設として、全国への展開が期待されて

いる。 
いっぽう、こうした宿泊施設の普及と発展は､自由でパーソナルな旅を楽しもうとする人々の想いと、豊かな

モータリーゼイションを育てエンジョイしようとする文化の発展が不可欠であり、モータースポーツはその

啓蒙と深化をはかる貴重な場と言える。 
 
■ユニークな活動を続けるレーシングチーム 
「チーム旅籠屋＆e’FREAKS」は 10 数年にわたり
ライダーとしてレースに参加し続けてきた松島 裕

が開設しているインターネットのウェブサイト

「PINE’s LAND Racing」をベースに、彼の情熱と
ビジョンに共感する人々によって結成されたレー

シングチーム。２輪関連企業・メディア・レースフ

ァンだけでなく多くの人々とレースの楽しさや素

晴らしさを共有したいという大きな理想を掲げ、ウ

ェブサイトを含めサーキットだけにとどまらない

ユニークな活動を展開している。 

昨年も「鈴鹿８時間耐久ロードレース」に参戦し、

総合４５位（クラス１７位）完走を果たしている。 
詳しくは、http://www.pinesland.net/8h/2000/            2000年鈴鹿８時間耐久ロードレース決勝 
 
■アドバイザリースタッフに著名な４輪プロレーシングドライバー「ドクターＫ」 
ドクターＫの名前で４輪各誌でも有名な金子健一氏（鬼怒川店支配人）をアドバイザリースタッフに迎え、

プロレーシングドライバーとしての豊かな経験を、今後の活動に生かしていく予定。 
以上 

本件についての問合わせ先 
株式会社 旅籠屋  Tel.03-3847-8858    master@hatagoya.co.jp   甲斐 
詳しくは、ホームページ http://www.hatagoya.co.jp/ をご覧ください。 
なお、読者プレゼントとして「ファミリーロッジ旅籠屋 平日無料宿泊券」をご提供させていただく

ことが可能ですので、お問合せください。 
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